
特殊車両の適正運行の促進　好事例

関連サイト三重執鬼株式会社HP

☑確認の徹底（A）　　　☑教育強化（B）　　　□情報の共有（C）　　□荷主への対応（D）　　　☑その他（E）

  チームで達成！無事故３６５日 ～ 幸福は無事故から 会 社 概 要 
 物流のスペシャリストとして業績を伸ばし続け、2018

年に創立40年を迎えました。 

 軽貨物から２ｔ・４t・大型車・コンテナ車まで豊富な

車両を取りそろえ、スポットや定期の他、緊急便でもお

客様のあらゆるニーズにお応えします。 

取 組 概 要 

 特車車両の運行については、運行管理者とドライバーによる通行許可証の積載確認をはじめ、通行経路や条件

を一緒に確認し、特殊車両通行許可制度違反の絶無を図っている。また、通行許可取得の忘れ防止の為、パソコ

ンで許可取得状況の管理をしている。車両についても、毎日の運行前点検や定期点検を確実に実施し、年間を通

じて車両故障「０」ゼロに取り組んでいる。 

取組②安全教育の状況 

 社内の貨物自動車を運転するドライバーに対する、運転技能向上を図る為、毎年トラックドライバーコンテスト

に参加し、常にスキルUPを図っている。また、月1回定期的に全従業員参加で少人数での安全教育を実施し、安全

運転意識を向上させることにより、無事故365日に取り組んでいる。 

 トラックから排出されるCO２による地球環境の汚染を少しでも減らす為、バイオディーゼル燃料をトラックの燃

料として利用している。また、ハイブリットトラックや天然ガストラックを積極的に導入して、エコ＆クリーンな運

送を目指している。 

取組⑤デジタコ・ドラレコの状況 

事例① 特車制度と車両整備等、各種確認の徹底（A） 

事例② 運転技能と安全意識の向上施策（B） 

事例③ 環境マネジメント（E） 

事例④ 地域貢献活動及び将来の人材確保対策（E） 

取組④地域貢献活動の状況 

  運送業はトラックを使用し地域道路を利用する立場にある為、地域への感謝として貢献活動を実施している。地

元保育園児との交流や中学生職場体験を実施して、「将来トラックドライバーになる」という志望の獲得や高校生

インターンシップの受け入れをして、学生の職業意識の向上や、将来の運送業界を担う人材の育成を図っている。 

『 感謝 と 創意工夫 』 

事例⑤ 「デジタル式運行記録計、ドライブレコーダー」１００％導入（E） 

 ドライバーの安全意識向上と共に、全車両にデジタル式運行記録計とドライブレコーダーを装着し、エコドラ

イブの推進ならびに交通事故防止に取り組んでいる。 
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